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       保
ほ

津
づ

川
がわ

の日

　３
さん

月
がつ

５
いつ

日
か

、「川
かわ

と海
うみ

つながり
共
きょう

創
そう

（みんなでつくろう）プ
ロジェクト」の主

しゅ

催
さい

により、保
ほ

津
づ

川
がわ

の自
し

然
ぜん

や文
ぶん

化
か

、歴
れき

史
し

や未
み

来
らい

を考
かんが

えるイベント「保
ほ

津
づ

川
がわ

の日」
が保

ほ

津
づ

小
こ

橋
ばし

周
しゅう

辺
へん

で開
かい

催
さい

されま
した。
　イベントでは、保

ほ

津
づ

小
こ

橋
ばし

から山
やま

本
もと

浜
はま

までの往
おう

復
ふく

約
やく

３
さん

キロメートルの景
け

色
しき

を楽
たの

しみながらごみを拾
ひろ

い集
あつ

めて歩
ある

く「保
ほ

津
づ

川
がわ

エコウォーク」や、ラフティング
ボートに乗

の

りながら川
かわ

岸
ぎし

を清
せい

掃
そう

する「保
ほ

津
づ

川
がわ

エコラ
フティング」などが行

おこな

われました。また、リユース
（再

さい

利
り

用
よう

）食
しょっ

器
き

を活
かつ

用
よう

したエコ屋
や

台
たい

の出
しゅっ

店
てん

や、イベ
ントで出

で

るごみを減
へ

らす工
く

夫
ふう

をするなど、会
かい

場
じょう

を訪
おとず

れた多
おお

くの人
ひと

に環
かん

境
きょう

保
ほ

全
ぜん

とごみ減
げん

量
りょう

の大
たい

切
せつ

さを呼
よ

びかけました。参
さん

加
か

した約
やく

３
さ ん び ゃ く

００人
にん

の市
し

民
みん

の皆
みな

さん
は楽

たの

しみながら、環
かん

境
きょう

美
び

化
か

への意
い

識
しき

を高
たか

めていま
した。

ふるさと亀
か め お か

岡の宝
たから

物
も の

「保
ほ

津
づ

川
がわ

」 を守
ま も

ろう！
Let's protect the "Hozugawa", 

the treasure of our hometown, Kameoka!

　              Hozugawa Day    f  

　On March 5th, the “Hozugawa Day” 

event, organized under the “Joint 

Development of River & Sea Project”, 

was held around the Hozukobashi 

Bridge area. The aim of the event 

was to provide a space to think of the 

natural scenery, culture, history and 

future of the Hozugawa River.   

　At the event, there was the “Hozugawa Eco Walk” 

where participants picked up trash while enjoying the 3km 

long stretch of scenery from Hozukobashi Bridge to the 

Yamamoto riverbank. There was also the “Hozugawa Eco 

Rafting” where participants rode on the rafting boat to 

clean the riverbanks. We also emphasized the importance 

of environmental conservation and garbage reduction 

by reaching out to visitors, through the setting up of eco 

stalls that utilize reusable utensils and tableware as well as 

through other efforts to reduce garbage generated at the 

event. Roughly 300 citizens were at the event and not only 

did they enjoy themselves, they also went away with an 

increased awareness of environmental beautification. 

▲保
ほ づ が わ

津川エコウォークの出
しゅっぱつ

発地
ち

点
てん

     Hozugawa Eco Walk Starting Point

▲多
おお

くの人
ひと

でにぎわうエコ屋
や

台
たい

     Eco food stands bustling with people
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　４
し

月
がつ

2
にじゅう

9
く

日
にち

、Ｊ

Ｒ 亀
かめ

岡
おか

駅
えき

２
に

階
かい

に、

亀
かめおか

岡の物
ぶっさん

産品
ひん

などを

販
はん

売
ばい

す る 物
ぶっさん

産 店
てん

が

オープンしました。これは、市
し

外
がい

から訪
おとず

れる人
ひと

に亀
かめおか

岡の魅
み

力
りょく

をＰＲするとともに、市
し

民
みん

の皆
みな

さんにもあらためて亀
かめ

岡
おか

の

素
す ば

晴らしさを感
かん

じてもらうことを目
もく

的
てき

に、（一
いっしゃ

社）亀
かめ

岡
おか

市
し

観
かん

光
こう

協
きょう

会
かい

が開
かいぎょう

業し、観
かん

光
こう

案
あん

内
ない

所
じょ

に併
へい

設
せつ

されたものです。

　木
もく

目
め

調
ちょう

の温
あたた

かい雰
ふん

囲
い

気
き

の店
てん

内
ない

には、亀
かめ

岡
おか

産
さん

の素
そ

材
ざい

を使
つか

った

和
わ

菓
が

子
し

や漬
つけ

物
もの

、しょう油
ゆ

など食
しょく

料
りょう

品
ひん

のほか、藍
あい

染
ぞめ

のかばん

や陶
とう

器
き

、美
び

容
よう

におすすめの湯
ゆ

の花
はな

温
おんせん

泉ミスト、明
あけ

智
ち

かめま

るグッズといった雑
ざっ

貨
か

が並
なら

びます。本
ほん

市
し

ゆかりの戦
せん

国
ごく

武
ぶ

将
しょう

・

明
あけ

智
ち

光
みつ

秀
ひで

公
こう

に関
かん

する書
しょ

籍
せき

も販
はん

売
ばい

しており、取
と

り扱
あつか

い商
しょう

品
ひん

は、

2
にじゅう

0 店
てん

舗
ぽ

分
ぶん

・約
やく

１
ひゃく

３
さん

０
じゅう

点
てん

にのぼります。

　オープン当
とう

日
じつ

、初
はつ

の来
らいてんしゃ

店者となった市
し

内
ない

在
ざい

住
じゅう

の男
だん

性
せい

は

「自
じ

分
ぶん

用
よう

に、これぞ亀
かめ

岡
おか

！という品
しな

を探
さが

していました。気
き

に

   ほづがわチャリティ・ファンラン

　 ３
さん

月
がつ

1
じゅう

9
く

日
にち

、 保
ほ

津
づ

川
がわ

河
か

川
せん

敷
しき

一
いっ

帯
たい

で、「カラダと自
し

然
ぜん

にい
いことしよう！」を合

あい

言
こと

葉
ば

に
「第

だい

５
ご

回
かい

ほづがわチャリティ・
ファンラン」が開

かい

催
さい

されまし
た。
　これは、保

ほ

津
づ

川
がわ

の環
かん

境
きょう

を守
まも

り、次
つぎ

の世
せ

代
だい

に伝
つた

えていこうと、市
し

内
ない

のＮＰＯ法
ほう

人
じん

などで構
こう

成
せい

する「ほづがわチャリティ・ファンラン
実
じっ

行
こう

委
い

員
いん

会
かい

」の主
しゅ

催
さい

により行
おこな

うランニングイベント
です。参

さん

加
か

費
ひ

による収
しゅう

益
えき

は、「母
はは

なる川
かわ

・保
ほ

津
づ

川
がわ

基
き

金
きん

」に寄
き ふ

付され、保
ほ

津
づ

川
がわ

流
りゅう

域
いき

の環
かん

境
きょう

保
ほ

全
ぜん

活
かつ

動
どう

に役
やく

立
だ

てられます。
　当

とう

日
じつ

は、子
こ

どもから大
お と な

人まで約
やく

４
よ ん ひ ゃ く

００人
にん

のラン
ナーが参

さん

加
か

。３
さん

キロメートルからウォーキングまで
６
むっ

つのカテゴリーにおいて、春
はる

の訪
おとず

れを感
かん

じる保
ほ

津
づ

川
がわ

を望
のぞ

みながら、思
おも

い思
おも

いのペースで駆
か

け抜
ぬ

けてい
ました。

                                             Hozugawa Charity Fun Run

　On March 19th, under the slogan of “Let’s 

do good with our body and nature,” the “5th 

Hozugawa Charity Fun Run” was held at the 

Hozugawa river area.

　This  i s  a  running  event  organized by 

the "Hozugawa Charity Fun Run Executive 

Committee" consisting of members from local 

NPO organizations in the city, as an effort to 

protect the environment of the Hozugawa River and to 

pass on the will to do so to the next generation. Revenue 

collected from the participation fee will be donated to the 

"Our Mother River: The Hozugawa River Foundation" and 

will be used for environmental conservation activities for the 

Hozugawa River basin.

　About 400 participants, from children to adults, 

participated in the event. There were 6 categories ranging 

from a 3km run to a walking category. Whatever the 

category, runners charged ahead at their own pace as they 

enjoyed the view of the Hozugawa River in spring. 

出典：キラリ☆亀岡 第 650 号（2017 年 06 月）
Source：Kirari ☆ Kameoka Issue 650（Jun 2017）

▲抜
ぬ

けるような青
あおぞら

空のもと駆
か

け出
だ

すランナーたち
     Runners on their starting dash

▲立
た

ち寄
よ

りに便
べんり

利な駅
えきこうない

構内にオープン
     Conveniently located inside the station

Introducing the Kameoka Souvenir Store!

　On April 29th, a souvenir shop that sells specialty 
products from Kameoka opened on the second floor of the 
JR Kameoka station. This shop was attached to the station 
not only to promote Kameoka to tourists and provide 
information to people outside the city, but was also opened 
by the Kameoka City Tourism Association to constantly 
remind locals of Kameoka’s wonderful appeals. 
　The woodgrain interior gives off a warm, inviting 
atmosphere and the shop itself, carries around 130 different 
items from 20 local stores. These specialty items include 
Japanese sweets, pickles, soy sauce, indigo-dye bags, 
ceramics, beauty products made using the water from the 
Yunohana hot springs, Akechi Kamemaru merchandise, 
and books on the feudal lord Akechi Mitsuhide that are 
associated with Kameoka city.

　During the grand opening, a local male resident who 
patronized the shop for the first time, happily bought a 
Kamemaru t-shirt and said, “I was looking for a product for 
myself that said, ‘This is Kameoka!’. I’m glad that I’ve found 

亀
かめおか

岡の魅
み

力
りょく

が詰
つ

まった物
ぶっさん

産店
てん

へ！

▼満
まんかい

開の中
なか

、メジロがやってきました
　（南

なんごう

郷公
こうえん

園）
     A Mejiro bird visits during full bloom 
     (Nango Park)
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　さまざまな花
はな

が咲
さ

き誇
ほこ

り、爽
さわ

やかな緑
みどり

に心
こころ

洗
あら

われる春
はる

。桜
さくら

の

名
めい

所
しょ

を数
かず

多
おお

く誇
ほこ

る亀
かめ

岡
おか

では、４
し

月
がつ

１
つい

日
たち

から９
ここのか

日までを「亀
かめおか

岡

さくらウィーク」と位
い

置
ち

付
づ

け、２
ふつか

日、南
なん

郷
ごう

公
こう

園
えん

／南
なん

郷
ごう

公
こう

園
えん

シャ

チホコ広
ひろ

場
ば

とさくら公
こう

園
えん

／七
なな

谷
たに

川
がわ

野
や

外
がい

活
かつ

動
どう

センターを会
かい

場
じょう

と

する「２
に

０
せん

１
じゅう

７
なな

亀
かめ

岡
おか

さくらまつり」を皮
かわ

切
き

りに、亀
かめ

岡
おか

の 美
うつく

しく豊
ゆた

かな春
はる

を感
かん

じるイベントを数
かず

多
おお

く催
もよお

しています。今
ことし

年、

初
はつ

開
かい

催
さい

となる「２
に

０
せん

１
じゅう

７
なな

亀
かめ

岡
おか

さくらまつり」は、１
ついたち

日、南
なん

郷
ごう

公
こう

園
えん

シャチホコ広
ひろ

場
ば

での前
ぜん

夜
や

祭
さい

から多
おお

くの人
ひとびと

々が訪
おとず

れ、にぎ

わっていました。今
ことし

年は桜
さくら

の開
かい

花
か

が少
すこ

し遅
おそ

かったですが、毎
まい

年
とし

と同
おな

じく亀
かめおか

岡の桜
さくら

は美
うつく

しく咲
さ

き、私
わたし

たちを魅
み

了
りょう

してくれました。

桂
かつらがわ

川市
し

長
ちょう

のまちづくり通
つ う

信
しん

　④

入
い

るものが見
み

つかって良
よ

かったです」とうれしそうにかめ

まるＴシャツを購
こう

入
にゅう

されました。

　オープンからゴールデンウィークをはさみ、販
はん

売
ばい

の担
たん

当
とう

者
しゃ

は「どらやきやあられが人
にん

気
き

です。お土
み

産
やげ

はもちろん、

市
し

内
ない

の方
かた

が進
しん

物
もつ

用
よう

に購
こう

入
にゅう

される場
ば

合
あい

も多
おお

いです」と話
はな

して

いました。

　亀
かめ

岡
おか

観
かん

光
こう

の玄
げん

関
かん

口
ぐち

に待
たい

望
ぼう

のオープンとなっ

た物
ぶっ

産
さん

店
てん

。「駅
えき

ナカ」の好
こう

立
りっ

地
ち

を活
い

かして、さ

らなるにぎわい発
はっしん

信の拠
きょてん

点となることが期
き

待
たい

されます。

　営
えい

業
ぎょう

日
び

は、年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

を除
のぞ

く全
ぜんじつ

日。営
えい

業
ぎょう

時
じ

間
かん

は、午
ご

前
ぜん

９
く

時
じ

から午
ご

後
ご

５
ご

時
じ

3
さん

0
じゅう

分
ぷん

までで

す。

※６
ろく

月
がつ

から８
はち

月
がつ

までは午
ご

後
ご

７
しち

時
じ

まで延
えん

長
ちょう

して営
えい

業
ぎょう

します。

something that I like.” 
　From the first day of business to Golden Week, sales 
representatives have said, “Dorayaki (a pancake where red 
bean jam is sandwiched between 2 slices of castella patties) 
and Arare (roasted glutinous rice crackers) are popular since 
many Kameoka citizens buy them as future gifts.” 
　The long-awaited shop is now open at the entry 

point to Kameoka’s tourist sites. 
Advantageously located inside the 
station, the shop is expected to 
become a hub for the further spread 
of Kameoka’s goods. 
　It is open for business every day 
except during the year end and New 
Year holidays. Business hours are 
from 9am to 5:30pm.

*From June to August, hours are extended to 7pm.

　Spring - a season where the blooming of all kinds of flowers and 
refreshing greenery cleanses the heart and mind. At Kameoka, a city 
that boasts many beautiful cherry blossom spots, there were many 
events held to experience and appreciate the gorgeous and rich spring 
season. The period from April 1st to 9th was designated as "Kameoka 
Cherry Blossom Week" and the "2017 Kameoka Cherry Blossom 
Festival" was held on the 2nd, at Nango Park/Nango Park Shachihoko 
Plaza, Sakura Park/Nanatanigawa Outdoor Activities Center. The "2017 
Kameoka Cherry Blossom Festival" was held for the first time this year. 
The Shachihoko Plaza at Nango Park was crowded with people from 
even the eve of the festival on the 1st. Though the cherry blossoms 
were a little late in blooming this year, they bloomed beautifully 
in Kameoka like they do every year and continue to fascinate and 
capture our attention.

出典：キラリ☆亀岡 第 649 号（2017 年 05 月） Source：Kirari ☆ Kameoka Issue 649（May 2017）

亀
かめ

岡
おか

さくらウィーク Kameoka Cherry Blossoms Walk 

Correspondence with Mayor Katsuragawa　④

▲手
て

土
み

産
やげ

にもオススメ！
     Also recommended as hospitality gifts! 

花
はな

と緑
みどり

のフェスティバル Flowers & Greenery Festival

▼七
ななたにがわ

谷川の桜
さくら

を楽
たの

しむ人
ひと

たち
   　 Enjoying the cherry blossoms at Nanatanigawa river

▼美
うつく

しくライトアップされた桜
さくら

（七
ななたにがわ

谷川）
     Beautiful cherry blossoms illumination

▼満
まんかい

開の中
なか

、メジロがやってきました
　（南

なんごう

郷公
こうえん

園）
     A Mejiro bird visits during full bloom 
     (Nango Park)

▲にぎわう亀
かめおか

岡さくらまつり（南
なんごう

郷公
こうえん

園）
    Bustling Kameoka Sakura Festival (Nango Park)

▲亀
かめおか

岡さくらまつり前
ぜんやさい

夜祭（南
なんごう

郷公
こうえん

園）
     Night of the eve of the Kameoka Sakura Festival (Nango Park)

▲亀
かめおか

岡さくらまつりの風
ふうりゅう

流な催
もよお

し（七
ななたにがわ

谷川）     
    Elegant traditional art performance at the 
    Kameoka Sakura Festival (Nanatanigawa)
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　市
し

の魚
さかな

であるアユモドキは絶
ぜつめつ

滅が危
き ぐ

惧されている希
き

少
しょう

種
しゅ

です。全
ぜん

国
こく

でも数
かずすく

少ない生
せい

息
そく

地
ち

がある亀
かめ

岡
おか

市
し

で
は、毎

まい

年
とし

６
ろく

月
がつ

初
しょ

旬
じゅん

に地
じ

元
もと

の保
ほ

津
づ

町
ちょう

自
じ

治
ち

会
かい

の皆
みな

さん、
環
かん

境
きょう

省
しょう

、京
きょう

都
と

府
ふ

、ＮＰＯ、亀
かめ

岡
おか

市
し

などが協
きょう

働
どう

でアユ
モドキの救

きゅう

出
しゅつ

活
かつ

動
どう

を行
おこな

っています。
　亀

かめ

岡
おか

市
し

のアユモドキは、農
のう

業
ぎょう

用
よう

の可
か

動
どう

堰
ぜき

（ゴム製
せい

）
が立

た

ち上
あ

がり、ダムの上
じょう

流
りゅう

で川
かわ

が増
ぞうすい

水して水
みず

に浸
つ

かっ
た場

ば

所
しょ

で産
さん

卵
らん

する習
しゅう

性
せい

があります。しかし、ダムの下
か

流
りゅう

では、アユモドキは自
じ

力
りき

で遡
そ

上
じょう

できずに取
と

り残
のこ

され
るため、人

ひと

の手
て

で救
きゅう

出
しゅつ

しないと産
さん

卵
らん

することができま
せん。
　今

こ と し

年は、昨
さくねん

年を上
うわまわ

回る 5
ごじゅう

4
よん

匹
ひき

を保
ほ ご

護。これらのア
ユモドキは、繁

はん

殖
しょく

に参
さん

加
か

させるためにダム上
じょう

流
りゅう

に放
ほう

流
りゅう

しました。あわせて、心
こころ

無
な

い密
みつ

漁
りょう

被
ひ

害
がい

を防
ぼう

止
し

する
ための監

かん

視
し

パトロールを実
じっ

施
し

。アユモドキが生
せい

息
そく

する
環
かん

境
きょう

を守
まも

る活
かつどう

動の周
しゅ

知
ち

と啓
けい

発
はつ

を行
おこな

いました。
　亀

かめ

岡
おか

市
し

では今
こん

後
ご

もアユモドキの調
ちょう

査
さ

、保
ほ

護
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活
かつ

動
どう
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せい

息
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域
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の保
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全
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かく

大
だい

に取
と

り組
く

んでまいります。

守
まも

ろう！ 増
ふ

やそう！

市
し

の魚
さかな

「アユモドキ」

　The city’s representative fish, the Ayumodoki, is a rare 
species that is under the threat of extinction. Kameoka has 
one of few suitable habitats for the ayumodoki in the entire 
country. Annually in early June, the Hozu residents, the 
Ministry of  Environment, Kyoto Prefecture, NPOs, and the 
city of Kameoka all work together to conduct conservation 
activities that help protect the ayumodoki. 
　These fish tend to lay their eggs in irrigation canals, 
specifically at the upstream side of a dam where water 
collects due to the rise in river water levels. However, 
Ayumodoki that are at the downstream area of the dam, 
cannot make it up on their own and must be rescued by 
hand in order to lay their eggs at the spawning site.
　This year, a total of 54 ayumodoki were successfully 
rescued, a number upwards of last year's. These ayumodoki 
have been released upstream of the dam so that they can 
spawn. Additionally, patrols have been stationed to prevent 
any harm from inconsiderate poaching. We also undertook 
activities to promote public awareness on conservation 
activities that protect the ayumodoki’s living habitats and 
enlighten citizens on the ayumodoki’s current status and 
situation. 
　The city of Kameoka will continue to carry out inspections 
and conservation activities to protect the ayumodoki and 
also take up initiatives that conserve and expand their 
habitat.

出典：キラリ☆亀岡 第 651 号（2017 年 07 月） Source：Kirari ☆ Kameoka Issue 651（Jul 2017）

Let’s Protect and Increase the Numbers of Ayumodoki!

Our City's Fish "Ayumodoki - Kissing Loach"
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　In addition, the "2017 Flowers and Greenery 
Festival" was held on April 15th and 16th at 
Galleria Kameoka to commemorate the 30th 
anniversary of the Kameoka Ryokka* Association. 
Just being at the venue, surrounded by colorful 
f lowers  and pure greenery,  i s  a  ca lming 
experience in and of itself. The exhibited works 
of local citizens were also fascinating and time 
simply flew by as I lost myself in appreciation.

　I will continue to do my very best to convey the appeal 
of Kameoka - a place rich in flowers and greenery, to a 
wider audience.

*Ryokka is composed of two words, "Midori" & "Hana"
As "Midori" means “green” and "Hana" means “flower”, 
the name of this association reflects their goal to 
develop the city's green landscape by planting trees and 
flowering plants.

▲華
はな

やかな色
しきさい

彩と和
やわ

らぐ香
かお

りに囲
かこ

まれた会
かいじょう

場
A venue filled with bright colors and relaxing scents

▲花
はな

や緑
みどり

に触
ふ

れる時
じ

間
かん

が大
だい

好
す

きです
I love being around flowers and greenery

▲見
み

事
ごと

な、市
し

民
みん

の皆
みなさま

様の作
さくひん

品
Wonderful works by local residents

▼ 救
きゅうしゅつ

出 されたアユモドキ
    A rescued ayumodoki

▼人
ひと

の手
て

で守
まも

っていきます
    Hands-on rescue work 


